
近代の公文書にみる
熊本城跡の土地管理と城下の近代化

令和６年（２０２４年）５月２８日（火）１４：３０ー１６：００

熊本市総務局 行政管理部 総務課 文化財保護審議員 美濃口 紀子

歴史講座 公文書が語る熊本の歴史 第１回

「御署名原本・明治二十三年・勅令第二百七十五号・官有財産管理規則」
JACAR（アジア歴史資料センター）Ref.A03020087600 （国立公文書館蔵）

絵葉書 熊本百景「平坦道路磐根橋及新堀橋」（講師蔵）



近代の公文書にみる熊本城跡の土地管理と城下の近代化

本日の講義内容（約80分）

１はじめに ２近代の土地管理 ３事例紹介 ４おわりに

❶近代と現代の
公文書について
「現状変更」か
ら考える

❷アジア歴史
資料センター
（JACAR）利用

❸城内への建物
設置経緯（鎮台、
神社、病院等）

➍存城・廃城と
六鎮台の設置

❶熊本鎮台の所
轄地面積

❷熊本城の土地
貸渡、貸付、準
貸付

❸陸軍省所轄地
関係法令・規則、
時期区分の試案

❶兵器支廠設
置と桜橋架橋

❷天守台への
配水池計画

❸熊本市電と
平坦道路

➍銅像建設と
都市計画

❺城内の改変
と軍用地移
転・拡大など

❶公文書か
ら何がわか
るか

❷公文書＝
１次資料の
重要性

❸公文書を
検索してみ
よう



１ はじめに ２ 近代の土地管理 ３ 事例紹介 ４ おわりに

空中写真（2016年）国土地理院ウェブサイト（下記）を加工して作成
https://maps.gsi.go.jp/#14/32.801589/130.715075/&ls=nendophoto

2016&disp=1&lcd=nendophoto2016&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1

特別史跡
熊本城跡

❶近代と現代の公文書について「現状変更」から考える

https://maps.gsi.go.jp/#14/32.801589/130.715075/&ls=nendophoto2016&disp=1&lcd=nendophoto2016&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1
https://maps.gsi.go.jp/#14/32.801589/130.715075/&ls=nendophoto2016&disp=1&lcd=nendophoto2016&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1


１ はじめに ２ 近代の土地管理 ３ 事例紹介 ４ おわりに

美濃口紀子（２０２１）
「近代の公文書にみる熊本城跡の
土地管理と 城下の近代化」
『熊本都市政策 vol.8』
熊本市都市政策研究所

❷アジア歴史資料センター

（JACAR）を利用する

近代の熊本城跡
⇔軍用地＝官有財産
⇔公文書（土地管理）
JACAR（アジア歴史資料センター）
【防衛省防衛研究所】
⇒いつでも、どこでも
だれでも、無料で！



１ はじめに ２ 近代の土地管理 ３ 事例紹介 ４ おわりに

美濃口紀子（２０２１）「近代の公文書にみる熊本城跡の土地管理と城下の近代化」
『熊本都市政策 vol.8』 熊本市都市政策研究所 掲載の「付表」より

例：錦山神社（現 加藤神社）の城外移転に関する公文書（明治６年）

例：鎮台砲兵営・病院の城内設置に関する陸軍の公文書（明治７年）

例：下馬橋から第六師団司令部まで国道延伸の公文書（明治35年）

❸城内への建物設置経緯（鎮台、神社、病院等）



１ はじめに ２ 近代の土地管理 ３ 事例紹介 ４ おわりに

No. 和暦 西暦 月日 資料名 差出作成 宛所 内容 引用元 歴史No.

美濃口紀子（２０２１）「近代の公文書にみる熊本城跡の土地管理と城下の近代化」
『熊本都市政策 vol.8』 熊本市都市政策研究所 掲載の「付表」より



軍管 鎮台 師管 師管管内営所
第一 東京 第一（営所東京）

第二（営所佐倉）
第三（営所新潟）

小田原 静岡 甲府
木更津水戸宇都宮
高田 高崎

第二 仙台 第四（営所仙台）
第五（営所青森）

福島 水沢 若松
盛岡 秋田 山形

第三 名古屋 第六（営所名古屋）
第七（営所金沢）

豊橋 岐阜 松本
石川県内七尾 福井

第四 大坂 第八（営所大坂）
第九（営所大津）
第十（営所姫路）

兵庫 和歌山 西京
敦賀 津
鳥取 岡山 豊岡

第五 広島 第十一（営所広島）
第十二（営所丸亀）

松江 浜田 山口
徳島高知県内須崎浦宇和
島

第六 熊本 第十三（営所熊本）
第十四（営所小倉）

千歳 飫肥 鹿児島 琉
球
福岡 長崎 対馬

近代における城郭
↓

「廃城」「存城」

【城跡の歴史】
未 来
現 代
近 代
近 世
中 世
古 代
古墳時代
弥生時代
縄文時代
旧石器時代

六鎮台 1873・7・19「改訂鎮台条例」

熊本城

名古屋城 大坂城

将来像

埋蔵文化財

埋蔵文化財 埋蔵文化財

地質・地形

地質・地形 地質・地形

将来像

仙台城
名古屋城
大坂城
広島城
熊本城

ほか

高知城
ほか

１ はじめに ２ 近代の土地管理 ３ 事例紹介 ４ おわりに

将来像

➍存城・廃城と六鎮台の設置

美濃口紀子（２０２１）
「近代の公文書にみる
熊本城跡の土地管理と
城下の近代化」
『熊本都市政策 vol.8』
熊本市都市政策研究所



地種 地目 地名 反別＊ 地価

第
二
種

鎮台 熊本区本丸 166反10414 8,167.82

同崖地 〃 32反40482

陸軍用地 〃区二の丸 201反31406 12,492.52

同崖地 〃 23反72000

陸軍用地 〃区宮内町 18反30489 1,371.52

同崖地 〃 6反31580

陸軍用地 〃 69反00398 5,167.71

同崖地 〃 21反00731

陸軍用地 〃区千葉城 42反00750 2,964.60

同崖地 〃 12反40796

陸軍用地 〃区古城町 31反82892 2,695.81

同崖地 12反61099

陸軍用地 〃区古京町 6反11279 442.27

同 〃 98反91768 7,125.04

同崖地 〃 36反31428

同川敷 〃 62952

陸軍用地 〃区新堀町 16反12303 1,707.30

同崖地 〃 6反00243

陸軍用地 〃区山崎町 274反50810 34,944.54

※以下、「託麻郡健軍村「合志郡豊岡村」「〃郡須恵村」「〃
郡津久礼村」と続く。本稿では郊外の鎮台所轄地の記載は省略

県庁 熊本区古城町 20反80309 3,560.43

囚獄 〃 9反70465 1,662.22

明治14（1881）年時点の熊本鎮台所轄地面積等
熊本県1883『明治十六年熊本県統計書』（国立
国会図書館蔵）より筆者作成

＊面積「１反」をメートル法に換算すると、約991.736㎡

１ はじめに ２ 近代の土地管理 ３ 事例紹介 ４ おわりに

熊本城跡の土地は官有財産となり
陸軍省の管理下へ

熊本市熊本城調査研究センター2019『特別史跡熊本城跡
総括報告書 歴史資料編』（史料・解説）（絵図・地
図・写真）より加工して作成

❶熊本鎮台の所轄地面積



「貸渡」 → 「貸下」 → 「準貸付」

１ はじめに ２ 近代の土地管理 ３ 事例紹介 ４ おわりに

美濃口紀子２０２２「近代の公文
書にみる熊本城跡の土地管理と
城下の近代化」『熊本都市政策
Vol.8』熊本市都市政策研究所よ
り一部抜粋・加工

❷熊本城の土地貸渡、貸付、準貸付



「貸渡」始動
【Ⅱ期】

「貸渡」継続
日清・日露戦争期

【Ⅲ期】

「貸下」
【Ⅳ期】

貸付以前
【Ⅰ期】

「準貸付」
【Ⅴ期】

①

②

③

④

⑤

１ はじめに ２ 近代の土地管理 ３ 事例紹介 ４ おわりに

美濃口２０２２「近代の公文書にみる熊本城跡の土地管理と城下の近代化」『熊本都市政策Vol.8』熊本市都市政策研究所より一部抜粋・加工

❸陸軍省所轄地関係法令・規則、時期区分の試案



美濃口紀子（２０２１）「近代の公文書にみる熊本城跡の土地管理と城下の近代化」
『熊本都市政策 vol.8』 熊本市都市政策研究所 掲載の「付表」より

１ はじめに ２ 近代の土地管理 ３ 事例紹介 ４ おわりに

❸陸軍省所轄地関係法令・規則、時期区分の試案



「兵器支廠建物移転」付図
（防衛省防衛研究所蔵）【1899・4・10】

国土地理院1945-1950（熊本城の古城一帯）
「旧熊本陸軍兵器支廠兵器庫」４棟が見える

１ はじめに ２ 近代の土地管理 ３ 事例紹介 ４ おわりに

事例❶兵器支廠設置と桜橋架橋



城彩苑建設に伴う調査で発見された煉瓦基礎と展示

「旧熊本陸軍兵器支廠兵器庫」（現：城彩苑付近）

【金沢市の類例】
国重要文化財

「旧金澤陸軍兵器支廠兵器庫」
第五～七號（講師撮影）

１ はじめに ２ 近代の土地管理 ３ 事例紹介 ４ おわりに

国土地理院ウェブサイト（下記）を加工して作成
https://maps.gsi.go.jp/#16/32.802801/130.731254
/&base=ort&ls=ort%7Cort_USA10&blend=0&disp=11&l
cd=ort_USA10&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&d=m

※現存せず

兵器支廠（旧飯田組所蔵、
画像提供：伊藤重剛氏）

事例❶兵器支廠設置と桜橋架橋



１ はじめに ２ 近代の土地管理 ３ 事例紹介 ４ おわりに

事例❶兵器支廠設置と桜橋架橋

×熊本城内は軍用地
だったため、城内の
建物は空襲で焼失し
た？（誤解）

〇城内建物は空襲に
よる焼失を免れて、
戦後に解体された

⇒公文書に基づく
正しい歴史認識を！

原所蔵機関: 米国国立公文書館 (RG243)、コレクションタイトル: 日本占領関係資料、請求記号USB-15 R15: 
0764-0776、書誌ID 000006879234、コレクション情報日本占領関係資料 > 米国戦略爆撃調査団文書 (USSBS) 
(RG243)、デジタル化製作者国立国会図書館、筆者加筆（白文字）焼失を免れた熊本城内の旧軍施設とは対照的
に、坪井川対岸（当時の煙草専売局、新市街、下通、県庁付近）では空襲被害が著しい（第1 地区）。

◀空襲後の熊本市街地
昭和20（1945）年

米軍偵察機が撮影した
損害評価用の写真



１ はじめに ２ 近代の土地管理 ３ 事例紹介 ４ おわりに

「借地願熊本城内箱馬場天主臺跡」
付図「配水池附近平面図」【1916・9・27】
（JACAR Ref.C03010912500 防衛省防衛研究所蔵）に筆者加筆

事例❷天守台への配水池計画



大天守台

小天守台

宇土櫓

１ はじめに ２ 近代の土地管理 ３ 事例紹介 ４ おわりに

「借地願 熊本城内箱馬場天主臺跡」
付図「配水池附近平面図」【1916・9・27】
（JACAR Ref.C03010912500 防衛省防衛研究所蔵）に筆者加筆

事例❷天守台への配水池計画
絵葉書 師団司令部（講師蔵）



大正12（1923）年に新堀を掘り下げ平坦道路と市電を整備した際、新堀橋・
磐根橋をRC方丈ラーメン橋で架橋し、陸橋2基が堀を跨いで並んだ。

１ はじめに ２ 近代の土地管理 ３ 事例紹介 ４ おわりに

絵葉書 熊本百景「平坦道路磐根橋及新堀橋」（講師蔵）

事例❸熊本市電と平坦道路



西暦・月・日 申請者 場所 用途

1922・10・9 大麻勇次 本丸町 撃剣道場敷地

1924・7・26
1926・4・29
1936・3・12

熊本市長
旧城門跡
石垣上ノ
一部
（行幸橋脇）

記念碑移転
改め
谷村計介銅像
建設敷地

1925・10・10 熊本市長 宮内町 公共飲料用
及び防火用

1927・3・23
1937・2・26

熊本市長 本丸町 牛砲用
火薬倉庫

1929・5・3
1935・3・25
1939・3・17

熊本市長 本丸町
午砲敷地改め
防空警報及
午報用サイレン

１ はじめに ２ 近代の土地管理 3 事例紹介 ４ おわりに

※戦後、当地には「特別史跡熊本城」の碑が建つ
（平成28年熊本地震で被災し、石碑が回転）

もともとは市電敷設で
花畑の征清紀念碑が移
動する予定地だった

事例➍銅像建設と都市計画



１ はじめに ２ 近代の土地管理 ３ 事例紹介 ４ おわりに

明治19年頃の「山崎練兵場」（国立国会図書
館） 田中義幸（1886）『熊本県下商工技芸早見
便覧』は、ゆまに書房（1987）『絵で見る明治商
工便覧 第10巻』にも転載された。
現在は国立国会図書館デジタルコレクションで
も公開されている。
青潮社（1983）『明治銅版画 熊本商家繁昌圖
録』も内容は同じ。

明治10（1877）年西南戦争
→2/19城内・城下を広く焼失
→4/25電報
「山崎練兵場増地買上聞届」
→7月「熊本城郭内並山崎練
兵場地所等買上」の金額に
関する公文書

※西南戦争直後には城内の
軍用地が城下へ拡大傾向
（左図：山崎練兵場）。
後に渡鹿村・大江村へ移転。

※熊本城一帯に集中していた
軍用地のうち工兵第六大隊、
野戦砲営第六連隊、騎兵隊、
第13連隊も、後に大江村・
渡鹿村へ移転していく。

事例❺城内の改変と軍用地移転・拡大など



１ はじめに ２ 近代の土地管理 ３ 事例紹介 ４ おわりに

事例❺城内の改変と軍用地移転・拡大など

明治31年土地交換出願地（熊本城下）の面積
【JACAR Ref.C04013563400】に筆者加筆

【陸軍省の条件】
①第23聯隊営及び該営の南に沿って
幅15間の地並びに憲兵屯所敷地を除
く面積に相当する土地を大江村野戦
砲兵第六聯隊付近において差出す
②騎兵営諸建物及び練兵場内の障碍
飛越場の建造物をその他へ移転する
③元輜重廠の建物悉皆及び元砲兵方
面支署建物中官に於いて指示する建
物を野戦砲兵第六聯隊移転跡地ヘ移
転する
④熊本城内に道路を併設しかつ且つ
橋梁を架設する
※移転工事の着手は交換許可の月よ
り8ヶ月以内、作成の期限は着手の
月より12ヶ月以内。
【辛島格市長、大浦兼武県知事】
陸軍次官中村雄次郎宛ての公文書で
「市区改正収支概算」を示し、「到
底一市の負担に堪え得べき事項に無
い」「実施上困難の事」と述べる。



１ はじめに ２ 近代の土地管理 ３ 事例紹介 ４ おわりに

「地所貸下期限の件」付図「段山陸軍所轄地平面図」
（JACAR Ref.C03030841600 防衛省防衛研究所蔵）
【1894・3・19】に筆者加筆

「兵器支廠建物移転」付図
（JACAR Ref.C04013563500 防衛省防衛研究所蔵）
に筆者加筆【1899・4・10】

事例❺城内の改変と軍用地移転・拡大など



１ はじめに ２ 近代の土地管理 ３ 事例紹介 ４ おわりに

事例❺城内の改変と軍用地移転・拡大など

明治31（1898）年土地交換「乙号」（大江村渡鹿）
【JACAR Ref.C04013563400】に筆者加筆

当時既に渡鹿へ
移転済みだった
「練兵場」「砲兵
営」等に挟まれた
間隙地を塗りつぶ
すように陸軍省に
土地が提供された。

甲（3万坪）
乙（24,580坪）
丙（10,552坪）
丁（2,491坪2合）
戊（2,527坪5合）
己（372坪5合）
庚（476坪8合）

計7万坪



１ はじめに ２ 近代の土地管理 ３ 事例紹介 ４ おわりに

明治43（1910）年
藤崎台下の官有地
（約1,500坪）と
帯山の大日本軌道株
式会社所有地（約
4,000坪）との
土地交換

藤崎台下陸軍所轄地平面図1,504坪（交換見込地）
明治44（1911）年【JACAR Ref.C07072844900】

翌44（1911）年に
大日本軌道株式会
社の「宮内―知足
寺町」間が開通

事例❺城内の改変と軍用地移転・拡大など



１ はじめに ２ 近代の土地管理 ３ 事例紹介 ４ おわりに

明治43（1910）年
藤崎台下の官有地
（約1,500坪）と
帯山の大日本軌道株
式会社所有地（約
4,000坪）との
土地交換

陸軍省は
帯山練兵場を整備

朱線内陸軍所轄地ト交換見込地
帯山練兵場明治44（1911）年
【JACAR Ref.C07072844900】

事例❺城内の改変と軍用地移転・拡大など
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野砲兵第六連隊の下水溝工事設計平面図
【JACAR（アジア歴史資料センター）Ref.C02031493100】防衛省防衛研究所蔵

凡例には
暗渠・開渠・
土管の記号も

明治45年
公衆衛生意識
の高まりと
軍用地の土地
改良の状況

野砲兵第六連
隊の下水溝工
事設計平面図

事例❺城内の改変と軍用地移転・拡大など
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新熊本市史編纂委員会2003『新熊本市史通史編集第7巻近代Ⅲ』熊本市
（P53：現在の地図に「最近実測熊本市街地図」を当てはめたもの）

事例❺城内の改変と軍用地移転・拡大など



151年前

明治6年
熊本鎮台

明治10年
西南戦争

147年前

明治22年
熊本市発足
金峰山地震

１８７１ １８７７ １８８９ １８９９ １９０２ １９１１

135年前

125年前📷

明治32年
桜橋・城内新道

１９１６ １９２３ １９２６

122年前

明治35年
明治天皇の行幸
行幸坂・行幸橋

113年前

明治44年
軽便鉄道

108年前

大正５年
配水池計画

大正12年
平坦道路・市電

101年前📷

１９５５ １９６２ ２０１６ 現在

昭和37年
都市公園

62年前

平成28年
熊本地震

69年前

昭和30年
特別史跡

8年前

近代（1868‐1945） 現代（1945‐）

「100年の計」で城
と都市計画を考える

過
去

将
来
像

大正15年
銅像の設置
市長（準貸付）

98年前📷

兵器支廠（旧飯田組所蔵、画像提供：伊藤重剛氏） 絵葉書「平坦道路磐根橋及新堀橋」（左）
絵葉書「谷村計介銅像」（右）（いずれも講師蔵）

１ はじめに ２ 近代の土地管理 ３ 事例紹介 ４ おわりに

❶公文書から
何がわかるか



空中写真（2016年）国土地理院ウェブサイト（下記）を加工して作成
https://maps.gsi.go.jp/#14/32.801589/130.715075/&ls=nendophoto

2016&disp=1&lcd=nendophoto2016&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1

大江・渡鹿の
旧軍用地

１ はじめに ２ 近代の土地管理 ３ 事例紹介 ４ おわりに

❶公文書から何がわかるか

https://maps.gsi.go.jp/#14/32.801589/130.715075/&ls=nendophoto2016&disp=1&lcd=nendophoto2016&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1
https://maps.gsi.go.jp/#14/32.801589/130.715075/&ls=nendophoto2016&disp=1&lcd=nendophoto2016&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1


国土地理院ウェブサイト（下記）を加工して作成
https://maps.gsi.go.jp/#16/32.805153/130.702447/&ls=nendophoto20
16&disp=1&lcd=nendophoto2016&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1

熊本市熊本城調査研究センター2019『特別史跡熊
本城跡総括報告書 歴史資料編』（史料・解説）
（絵図・地図・写真）より加工して作成

◀ 坪井川の
直線化

段山 千葉城

鉄道敷設ほか
（段山の掘切・消滅）

千葉城
（坪井川改修・地形改変）

新堀

１ はじめに ２ 近代の土地管理 ３ 事例紹介 ４ おわりに

❶公文書から何がわかるか

https://maps.gsi.go.jp/#16/32.805153/130.702447/&ls=nendophoto2016&disp=1&lcd=nendophoto2016&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1
https://maps.gsi.go.jp/#16/32.805153/130.702447/&ls=nendophoto2016&disp=1&lcd=nendophoto2016&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1


「古城」

【誤解】※城内所在の土地・建物の経緯 【公文書で確認】
・城跡全域が特別史跡＆公園？ ・追加指定で範囲拡大
・江戸期から城内にあった？ ・近現代に城内へ移転
・旧軍建物は戦災で焼失した？ ・焼失は免れ戦後解体
例：複数の神社、病院、学校、ほか ・戦災復興都市計画の影響

１ はじめに ２ 近代の土地管理 ３ 事例紹介 ４ おわりに

熊本市熊本城調査研究センター2019
『特別史跡熊本城跡総括報告書 歴史資料編』
（史料・解説）（絵図・地図・写真）より抜粋

熊本市「熊本城復旧基本計画」
【平成30年3月時点の特別史跡範囲】に
一部加筆。その後、追加指定等あり。

「新堀」

「宮内」

❷公文書＝１次資料の重要性
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このあと、インターネットを使った
「公文書」の検索方法をご説明します。
「興味を持った」「自分でも調べてみたい」と
思われた方は、ぜひ検索してみてください！

「いつでも、だれでも、どこでも、自由に、無料で」

例として、本日ご紹介した
「天守台への配水池計画」
（大正５年）の公文書を

検索してみます

熊本市長「借地願」・「配水池附近平面図」
「熊本城内箱馬場 天主臺跡」【1916・9・27】
（防衛省防衛研究所）

❸公文書を検索してみよう



「ご清聴、ありがとうございました」

【参考文献】 熊本市都市政策研究所 ホームページ

📘美濃口紀子2021

「近代の公文書にみる熊本城跡の土地管理と城下の

近代化」『熊本都市政策 vol.8』※熊本城（戦前編）

📘美濃口紀子2022

「熊本城跡における旧軍用地の転用と緑地及び公園化の

動向」『熊本都市政策 vol.9 』 ※熊本城（戦後編）

📗美濃口紀子2024「軍用地としての熊本城と都市の近代化」

＊髙田徹編著『城郭がたどった近代—軍営・官公

庁・公園・観光地への転換』戎光祥近代史論集４

検索

１ はじめに ２ 近代の土地管理 ３ 事例紹介 ４ おわりに

歴史文書
資料室にも
あります！


	スライド 1: 近代の公文書にみる 　　　　　熊本城跡の土地管理と城下の近代化
	スライド 2: 近代の公文書にみる熊本城跡の土地管理と城下の近代化
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31: このあと、インターネットを使った 「公文書」の検索方法をご説明します。 「興味を持った」「自分でも調べてみたい」と 思われた方は、ぜひ検索してみてください！ 「いつでも、だれでも、どこでも、自由に、無料で」
	スライド 32: 「ご清聴、ありがとうございました」

